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中蒲：村松町慈光寺のスギ並木　ほか
関繁雄

　加茂市と村松町に接する自山（1012．4m）の北側の谷合い　　1．スギ並木（県指定天然記念物）

に禅寺の名刹慈光寺がある。村松町市街への距離は、滝谷川　　　寺域は大変広く5．6haもある。その大部分がスギで覆われ

沿いに7㎞1である。　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。県指定のスギ並木はさすがに巨大で堂々としてい

　四季を通じて参詣者が絶えないが、特に夏場は白山への登　　る。参道は寺入ロより本堂の高台前まで約500mの距離があ

山口として賑う。海抜160mの欝蒼としたスギ木立の中に、　　る。途中蛇行する滝谷川には五つの橋がある。道幅は3一

回廊で結ばれた七堂伽藍が静まり返っている。　　　　　　　4mである。その参道をはさみ両脇にスギの巨木が生育する

　ところが最近、県では洪水対策の上から、スギ林内を流れ　　が、その中で特に大きな胸高直径120－180cm、樹高30一

る滝谷川の改修計画をもち出した。理由は100年に一度くら　　40mのものを数えてみると、およそ100本生育している。県

いの洪水のためという。また村松町でも道を整備して観光開　　内でこれ程の威容を示すスギの並木はない。　　　　　　一

発をするらしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この参道も白山への登山道として利用されているが、進行

　問題は洪水対策や観光開発のため、この見事なスギ木立や　　方向がほぼ南にたっている。スギの下枝は根元から2－3m

林が伐られてはならないことだ。100年に一度というが、そ　　の所からでているものもあるが、大部分は10－15mから枝

れは自然のなせるわざで仕方がないのではなかろうか。かつ　　張りがある。スギは若令樹では円錐形、老令樹では球形を示

て、その様なことがあってもスギ木立が存在し、現在に至っ　　すが、ここでは参道という狭い所に適応し、樹形は円筒形で

ているではないか。多少デメリットの面があっても、何百年　　ある。参道内側の枝張りは2－3m、外側はそれぞれ南東また

も生き続け、天然林に近いスギ林は、それなりに安定した生　　は南西から南の方へ長く伸びている。また他のスギに邪魔さ

態系を確立しているのである。それを今更何故破壊する必要　　れない所では13－15mも伸びている。枝の太さは樹幹に近

があるのだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　い所では15－20cmにもなる。また、樹勢も大変良い。所に

よっては下枝が枯死しているが、一般的に枯れは少ない。衝

皮も剥れず幹に穴があいたり、損傷している所もほとんどな

い。酸性雨による樹冠の枯死や、落雷による幹の裂けや髄の

空洞もない。また斜面のスギの様に根元が曲がることもな

く、スギ（真直ぐ）の名の通り立っていて見事である。

　樹令は300年以上と見られているが、住職の話だと400－

500年のものもあるだろうという。この寺の開基は室町時代

前期、応永10年（1403）領主神戸太良最重。だがそれ以前に

も白山を中心とする山岳信仰の亜場としての建物があったら

しいことから、大きいものは、それくらいの樹令があるかも

しれない（写真一1，写真一2）。

2．スギ林床の植物

　このスギ巨木群に支えられた林内は空中湿度が大変高い。

もともと両方から山が迫っている谷間に滝谷川が流れ、供給

水量が多い上、スギ林のため水分が保持されるためだ。さら

に、谷間のため季節風も和らぎ、冬温暖である。この河畔に

はオニグルミ、ケアブラチャン、ケキブシ、クサギ、ヤマグ

ワ、ハイイヌガヤ、ハイイヌツゲ、イワガラミ、ツルウメモ

ドキ、マタタビなどの低木類に加え、ウワバミソウ、アオミ

写真一1参道のスギ　1991．12．15　　　　　　　ズ、キツリフネ、ツリフネソウ、モミジガサ、オオカニコウ
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モリ、アカソ、スミレサイシン、ミヤマカンスゲ、ホソバカ　　キなど南方系や太平洋要素の植物も分布する。

ンスゲ、ヒトリシズカ、クサマオ、ミヤマイラクサ、ムカゴ

イラクサ、ミヤマカタバミ、オオサワハコベ、ホクリクネコ　　3・本堂裏の自然林

ノメ、ノブキ、ミ。ウガなど湿。漸に生える植物が多い。　本堂裏に購谷川が流れ・そ畔接し急緬の山がある・

それに加え、シダ植物が種類および量とも多く分布する。即　　　ここにはカスミザクラ・ウラゲトチノキ・ミズナラ・カツラ・

ち、ジュウモンジシダ、リョウメンシダ、サカゲイノデ、イ　　アカイタヤ・ヤマモミジ・アカシデ・ブナなどの高木があり・

ワガネゼンマイ、ミゾシダ、トウゴクシダ、クジャクシダ、イ　　その下にユキツバキ・ヤマウルシ・ヒメアオキ・ハイイヌガ

ッポンワラビ、シケチシダ、ヒメワラビ、キヨタキシダ、ミ　　ヤ・チャボガヤなどの草本が生育する。特にアカシデ・ブナ

ヤマシケシダ、ミヤマベニシダ、イヌシダ、ヤマソテツなど　　の混生林は自然林に近く貴重である。

があり、稀産種のオオバノハチジョウシダ、ヒカゲワラビ、

フモトシダも生育している。また、カラクサイヌワラビ｝まイ　　4・まとめ

ヌワラビより多く、ノキシノブはアカイタヤやヤマウルシな　　　慈光寺は・深い谷間という立地・何百年というスギ巨木林

どの樹幹の他、石やコンクリ＿トの橋にコケ類と共に着生し　　のため・独特な植生を育んできた。これは貴重な遺産であ

ている。シダ類では総体的に南方系が多い。また、イネ科の　　る。洪水対策ならば上部の谷沿いID斜面に植林して保存に努

イヌアワ、キダチノネズミガヤ、マメ科のフジカンゾウ（林　　めた方がこ長い目で効果があるのではなかろうか。

床にかなり多い）、ブナ科のウラジロガシ、ツバキ科のピサカ　　　　　　　　　　　　　　　　　（新潟市寺尾22『13）
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写真一2本堂前のスギ　1991．12．15
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